令和元年度　NPO法人　三海婦人科がんスタディグループ総会

令和元年9月8日（日）　１０時００分-１３時００分　ピュアリティまきび
進行：佐藤慎也先生（鳥取大学）

１．開会の挨拶			理事長：竹原和宏先生（四国がんセンター）

２．会計監査報告		　	　　　	島田宗昭先生（東北大学）
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３．研究成果報告		　		島田宗昭先生（東北大学）		【10min】

４．他グループからの臨床研究協力依頼　　座長：松元　隆先生（愛媛大学）		【15min】
JGOG 9004　『初発子宮頸がん患者を対象とした治療後のセクシュアリティの変化に
関する前向きコホート研究』		佐藤慎也先生（鳥取大学）	

５．研究現況報告	　座長：山口 聡先生 （兵庫県立がんセンター）, 末岡幸太郎先生（山口大学）
SGSG015			大亀真一先生（四国がんセンター）	 【15min】
SGSG016			長尾昌二先生（兵庫県立がんセンター）【15min】

６．新規臨床研究に関する討議		　　　　　【各議題につき発表10min/討論15min】
座長：長尾昌二先生（兵庫県立がんセンター）、平田英司先生（広島大学）

A. 我が国の婦人科癌におけるMSI検査の現状とペムブロリズマブの効果についての
後方視的検討			友野勝幸先生（四国がんセンター）
B. Bevacizumab併用化学療法後の再発卵巣癌のプラチナ製剤free期間と化学療法効果の後方視的再検討			田中圭紀先生（川崎医科大学）
C. 進行卵巣癌に対する術前化学療法の至適レジメンに関する後方視的検討
澁谷剛志先生（兵庫県立がんセンター）

７．特別講演			  座長：竹原和宏先生（四国がんセンター）
	『臨床研究法の下での地方グループの生きる道』			
NPO法人 関西臨床腫瘍研究会（KCOG）　伊藤公彦先生（関西ろうさい病院）     【40min】

８．閉会の挨拶				紀川純三先生（松江市立病院）
